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各部の開閉のしかた
キ　ー

！  警告
・航空機内ではインテリジェントキー
のスイッチを押さないでください。
また、バッグなどに収納するときは、
荷物などでスイッチが押されないよ
うにしてください。万一スイッチが
押されると電波が発信され、航空機
の運航に支障をきたすおそれがあり
ます。

 知識

・キーを紛失したときは、盗難などを防ぐ
ため、ただちに日産販売会社にご相談く
ださい。

・キー番号を打刻したタグは、大切に保管
してください。キー番号を日産販売会社
に連絡すると購入できます。

・インテリジェントキーは2個ついて
います。
（イモビライザー機能付メカニカル
キー内蔵）
メカニカルキー…P.38

キー番号タグ

メカニカルキー

ESG1051Z

キー
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インテリジェントキー機能とは、インテリジェントキーを携帯することにより、
キーを取り出すことなくドアの施錠・解錠やエンジンの始動が可能になる大変便
利なシステムです。従来通り、リモートコントロールエントリー機能も使えます。

！  注意
インテリジェントキーは運転者が必ず携帯してください。
・エンジンの始動やドアの施錠・解錠など、車を操作するためにはなくてはならない
ものです。大切に保管してください。

 アドバイス

・インテリジェントキーは微弱な電波を使用しています。
次のような使用環境では機能に障害が起こるため、インテリジェントキー機能やリモートコ
ントロールエントリー機能が正常に作動しない場合があります。その場合には、メカニカル
キーを使って操作を行ってください。
＊近くにテレビ塔や発電所、放送局など強い電波を発生する設備があるとき。
＊無線機や携帯電話などの無線通信機器を一緒に携帯しているとき。
＊インテリジェントキーが金属性のものに接したり、覆われたりしているとき。
＊近くで電波式リモートコントロールエントリーを使用しているとき。
＊インテリジェントキーをパソコンなどの電化製品の近くに置いたとき。
＊コインパーキングに駐車したとき。（車両検出用の電波の影響があるため）
＊近くで電波式侵入警報装置を使用しているとき。
＊極端に気温が低いとき。（電池の性能が低下するため）

・インテリジェントキーは車両との通信のために常時受信動作をしているため、常に電池を消
耗しています。電池の寿命は使用状況によりますが約2年程度です。電池が切れた場合、新
しい電池と交換してください。（ P.34）

・インテリジェントキーをテレビやパソコン、携帯電話などの電化製品の近くに置かないでく
ださい。電池を著しく消耗することがあります。

・イグニッションノブは電気的な制御でロックしているため、イグニッションノブがLOCKの
ときにバッテリーがあがるとステアリングロックの解除が行えず、イグニッションノブを回
せなくなります。（メカニカルキーも含む。）バッテリーあがりには特に注意してください。
万一バッテリーがあがったときは、すみやかにバッテリーを充電してください。（ P.194）

インテリジェントキー

インテリジェントキー
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キーについて
インテリジェントキーには以下の機能があります。
＊インテリジェントキー機能　（ P.35）
＊リモートコントロールエントリー機能　（ P.37）
＊メカニカルキー機能　（ P.38）

！  警告
・植え込み型心臓ペースメーカー及び植え込み型除細動器（ICD）を使用している方
は、アンテナから約22cm以内の範囲に装着部位が近づかないようにしてください。
ドア開閉時、各リクエストスイッチ操作時、エンジン始動時などにインテリジェン
トキーの電波が植え込み型心臓ペースメーカー及び植え込み型除細動器（ICD）の
作動に影響を与えるおそれがあります。

アンテナ

アンテナアンテナ

ESG1052Z

　　

アンテナ

アンテナ

ESH0201Z

・植え込み型心臓ペースメーカー及び植え込み型除細動器（ICD）以外の医療電気機
器を使用している方は、インテリジェントキーの電波が医療電気機器の動作に影響
を与える場合があるため、医療電気製造業者などへ影響を確認してからご使用くだ
さい。

・詳しくは、日産販売会社にお問い合わせください。

インテリジェントキー



32 33

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

 アドバイス

・キーは送信機を内蔵している精密電子機器です。故障を防止するため、次のことをお守りく
ださい。
＊長時間高温になる場所に置かないでください。
＊分解しないでください。
＊無理に曲げたり、落としたり、強い衝撃を与えたりしないでください。
＊水にぬらさないでください。
＊超音波洗浄器などにかけないでください。
＊磁気を帯びたキーホルダーなどを付けないでください。
＊テレビ、オーディオなど、磁気を帯びた機器の近くに置かないでください。

・インテリジェントキーはドアポケットに入れないでください。ドアを閉めるとき衝撃により
破損するおそれがあります。またドアポケット内に一緒に入れておいた物がドアを閉めた衝
撃で当たるなどして勝手にスイッチが入り、キーを車内に封じ込めるおそれがあります。

 知識

・インテリジェントキーは同じ車両で最大4個まで使うことができます。ご購入やご使用開始
方法については、日産販売会社にご相談ください。

・キーを紛失したときは、盗難などを防ぐため、ただちに日産販売会社にご相談ください。
・キー番号を打刻したタグは大切に保管してください。キー番号を日産販売会社に連絡すると
購入できます。

・インテリジェントキーのスイッチを押しても作動しないときは、電池の消耗又は故障が考え
られます。日産販売会社にご相談ください。
電池の交換のしかた…P.34

インテリジェントキー
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使用電池：リチウム電池CR2025

①インテリジェントキー裏側のロッ
クを外しながら、メカニカルキー
を引き抜きます。

②スリットにマイナスの精密ドライ
バーを差し込み、ひねって上下に
分解させます。

マイナスドライバー

布

ESG0742Z

③古い電池を取り外し、新しい電池
の＋極を下側にしてはめ込みます。

電池CR2025－極

＋極

ECE0138Z

①

②

ECE0117Z

■電池の交換のしかた

！  警告
・電池及び取り外した部品は、お子さ
まが飲み込まないように注意してく
ださい。

 アドバイス

・電池交換の際、キーを破損するおそれが
あります。日産販売会社での交換をおす
すめします。

 アドバイス

・本体に傷をつけるおそれがあるため、ド
ライバーに布などをあてて外してくださ
い。ドライバーを奥に差し込みすぎると
内部の基板を傷つけるおそれがありま
す。

 アドバイス

・電池の＋極と－極は必ず正しい向きにし
てはめ込んでください。

・内部回路、電子端子などに触れないでく
ださい。故障の原因となります。

④組み付けるときはふたの先端を合
わせてから上下を組み付けます。

 アドバイス

・電池交換後は、インテリジェントキーシ
ステムの各機能が正常に作動するか必ず
確認してください。

インテリジェントキー
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作動範囲（各リクエストスイッチから
周囲約80cm以内）

ESF0119Z

 アドバイス

・車両（ドアガラスやドアハンドル、リヤ
バンパーなど）に近づきすぎている場合
などは作動しないことがあります。

・作動範囲は各リクエストスイッチを中心
に約80cmの球状になっているため、地
面近くや高い場所では作動しないことが
あります。

・インテリジェントキーの電池が消耗して
いるときや、強い電波、ノイズのある場
所では、作動範囲が狭くなったり、作動
しないことがあります。

インテリジェントキー機能に
ついて
インテリジェントキー機能は、イ
ンテリジェントキーを携帯し、車
内及び車外の作動範囲内で所定の
操作をしたときのみ、操作が可能
になります。

■ドア施錠・解錠の作動範囲
・作動範囲は、各リクエストスイッ
チから周囲約80cm以内です。
ドアの施錠・解錠…P.39
バックドアの施錠・解錠…P.43

 知識

キー連動室内照明システム
・運転席ドアを解錠すると、室内照明（

P.161）が約15秒間点灯します。

アンサーバック機能
・ドアの施錠・解錠時に、作動確認のため
のブザーと非常点滅表示灯が作動しま
す。
（施錠時1回、解錠時2回）
・アンサーバック機能を停止することがで
きます。日産販売会社にご相談ください。

オートロック機能
・ドアが施錠されているときにリクエスト
スイッチ（又はインテリジェントキーの
解錠スイッチ）を押して、解錠後約30
秒以内に以下のいずれの操作も行わな
かった場合は、盗難防止のため自動的に
全ドアが施錠されます。
（施錠されるまでの間に、再度インテリ
ジェントキーの解錠スイッチを押すと、
その時点から約30秒後に施錠されま
す。）
＊ドアを開ける。
＊イグニッションノブを押す。
＊メカニカルキーをイグニッションノブ
に差し込む。

・インテリジェントキーを検知している側
のリクエストスイッチでのみ施錠、解錠
を行うことができます。

・インテリジェントキーが作動範囲内にあ
れば、インテリジェントキーを携帯して
いる人以外でもリクエストスイッチを押
してドアの施錠、解錠ができます。

インテリジェントキー
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 知識

・自車のインテリジェントキーが車内にあ
るときは、キー封じ込み防止のため、リ
クエストスイッチによるドアの施錠はで
きません。

・施錠したいときは、以下のことを行って
ください。
＊車内にあるインテリジェントキーを取
り出し、リクエストスイッチを押す。
＊リモートコントロールエントリー機能
（ P.37）又はメカニカルキー機能
（ P.38）で施錠する。

ESE0216Z

■エンジン始動の作動範囲
作動範囲は、車両室内です。（ラゲッ
ジルーム内は除きます。）

作動範囲（車内）

ESF0120Z

 アドバイス

・インテリジェントキーの電池が消耗して
いるときや、強い電波、ノイズのある場
所では、作動範囲が狭くなったり、作動
しないことがあります。

 知識

・ラゲッジルーム内は作動範囲ではありま
せんが、エンジンの始動が可能になるこ
ともあります。

・車内でもインストルメントパネル上、グ
ローブボックス内、ドアポケット内、ト
ノボード上などにインテリジェントキー
があるときは、エンジンの始動ができな
いことがあります。

・車外でもドアやドアガラスに近づきすぎ
た場合は、エンジンの始動が可能になる
ことがあります。

インテリジェントキー
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リモートコントロールエント
リー機能
離れたところ（約1m）から全ドア
の施錠･解錠ができます。

■使いかた
・車に近づき、インテリジェントキー
のスイッチを押します。

・リモートコントロールエントリー
機能で施錠したあとは、必ず施錠
されたことを確認してください。

スイッチ 作　　　動
施錠スイッチ 全ドアを施錠します。
解錠スイッチ 全ドアを解錠します。

 知識

・ドアの施錠・解錠時にはキー連動室内照
明システム、アンサーバック機能、オー
トロック機能が作動します。（ P.35）

・施錠スイッチを押したときに車外警報ブ
ザーが“ピピピピ…”と鳴ったときは、
ドアが施錠されていません。以下を確認
し、再度施錠してください。
＊いずれかのドアが半ドアになっていな
いか。
＊ドアを閉める前に施錠スイッチを押し
ていないか。

解錠スイッチ

施錠スイッチ

ECF0090Z

■作動しないとき
・次のような場合は、インテリジェ
ントキーのスイッチを押しても作
動しません。
＊イグニッションノブが押し込ま
れているとき。（Acc、ONなど
の位置にあるとき）

＊メカニカルキーがイグニッショ
ンノブに差し込まれているとき。

＊ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき。（解錠のみできます。）

＊車から離れすぎているとき。
＊インテリジェントキーの電池が
切れているとき。

 アドバイス

・周囲の状況によっては、作動する距離が
変わることがあります。確実に作動させ
るためには、ドアから約1mまで近づい
てください。

インテリジェントキー
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メカニカルキー機能
インテリジェントキーの電池が切
れたときにドアの施錠・解錠、エ
ンジンの始動ができます。また、
車両のバッテリーがあがったとき
などにドアの施錠・解錠ができま
す。

■メカニカルキーの取り外しか
た

・インテリジェントキー裏側のロッ
クを外しながらメカニカルキーを
引き抜きます。

ESE0219Z

＊元に戻すときは、ロックが戻るま
で確実に差し込みます。

！  注意
・インテリジェントキーは必ずメカニ
カルキーを内蔵した状態で携帯して
ください。

エンジンイモビライザー
（盗難防止装置）

車両の盗難に対する防御性能を高
めるために、キーに送信機を内蔵
し、あらかじめ登録されているキー
以外でのエンジンの始動を禁止す
るシステムです。

・エンジンイモビライザーが働いて
いるときは、セキュリティーイン
ジケーター（ P.86）が点滅します。

 アドバイス

・イグニッションノブをONにしたときセ
キュリティーインジケーターが点灯し続
ける場合は、システムの異常が考えられ
ます。日産販売会社で点検を受けてくだ
さい。

・次のような場合、キーからの信号を車両
が正確に受信できず、エンジンの始動が
できない場合があります。
＊キーグリップが金属製のものと接触し
ているとき。

＊キーが他車のイモビライザーシステム
用のキー（送信機内蔵のもの）と接触
しているとき。

＊自車のキーどうしが接触していると
き。

 知識

・キーに登録された信号は、キーごとに異
なります。

・エンジンが始動できない場合は、一度イ
グニッションノブを（OFF）にして、5
秒以上経過してから再始動してくださ
い。

・上記の操作を行ってもエンジンが始動で
きない場合は、日産販売会社で点検を受
けてください。

インテリジェントキー
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ドアについて

！  警告
・ドアの開閉はお子さまにはさせない
でください。手、首、足などを挟ん
だりして、重大な傷害につながるお
それがあります。
・ドアを開けるときは、周囲の安全を
十分確認してください。後続車や通
行人にぶつかるおそれがあります。
風が強いときは特に注意して開けて
ください。
・走行する前にドアを確実に閉めてく
ださい。走行中に突然ドアが開き、
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

！  注意
・車から離れるときは、盗難や事故防
止のため、必ずエンジンを止め施錠
してください。

 知識

・ドアハンドルを引きながら解錠しようと
すると、ドアが解錠できないことがあり
ます。一度ドアハンドルを戻すと自動的
に解錠し、再度ドアハンドルを引くとド
アを開けることができます。

キー連動室内照明システム
・運転席ドアを解錠すると、室内照明（

P.161）が約15秒間点灯します。

前席・後席ドア

ESE0205Z

ドアハンドル・
リクエストスイッチ

ESE0796Z

■インテリジェントキー機能に
よる施錠・解錠
キーを取り出すことなく施錠や解
錠ができます。

・インテリジェントキーを携帯して
いるとき、運転席ドア又は助手席
ドアの施錠・解錠作動範囲内でド
アハンドル・リクエストスイッチ
を押すと全ドアが施錠又は解錠し
ます。

・施錠したあとは、必ず施錠された
ことを確認してください。

 知識

・インテリジェントキーを検知しているド
アハンドル・リクエストスイッチでのみ
施錠・解錠を行うことができます。

・ドアの施錠・解錠時にはアンサーバック
機能、オートロック機能（ P.35）が
作動します。

ドアについて／前席・後席ドア
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■リモートコントロールエント
リー機能による施錠・解錠

・車に近づき、インテリジェントキー
のスイッチを押します。
リモートコントロールエントリー機
能について…P.37

作動しないとき
・次のような場合、インテリジェン
トキー機能によるドアの施錠・解
錠ができません。
＊イグニッションノブが押し込ま
れているとき。（Acc、ONなど
の位置にあるとき。）

＊メカニカルキーがイグニッショ
ンノブに差し込まれているとき。

＊ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき。

＊インテリジェントキーが施錠・
解錠作動範囲内にないとき。（
P.35）

＊携帯しているインテリジェント
キー以外に自車のインテリジェ
ントキーが車内にあるとき。（解
錠のみできます。）

＊インテリジェントキーの電池が
切れているとき。（ P.34）

解錠 施錠

TSH0072Z

■メカニカルキーによる施錠・
解錠
車両前方に回すと施錠し、車両後
方に回すと解錠します。

・運転席ドアを施錠・解錠すると、
全ドアが同時に、施錠・解錠します。

前席・後席ドア
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施錠

ドアハンドル
ロックノブ

解錠

ESG0993Z

■ロックノブによる施錠・解錠
・車内のロックノブの前側を押し込
むと施錠し、手前に引くと解錠し
ます。

・運転席のロックノブで施錠・解錠
すると、全ドアが同時に施錠・解
錠します。（イグニッションノブ
LOCK時とキー未挿入時のみ）

施錠
解錠

ECE0018Z

 知識

・運転席ドアは、施錠したままでもドアハ
ンドルを引くとドアが開けられます。
そのとき、全ドアが同時に解錠します。

■ドアロックスイッチによる施
錠・解錠

・運転席のドアロックスイッチで、
全ドアの施錠・解錠ができます。

■キーを使わない施錠
・車内のロックノブを押し込み、そ
のままドアを閉めます。

ロックノブ

ESG0982Z

 アドバイス

・インテリジェントキー封じ込み防止のた
め、インテリジェントキーを携帯してい
ることを確認してから施錠してくださ
い。
キー封じ込み防止機能…P.46

 知識

・運転席ドアが開いていて、イグニッショ
ンノブにキーが差し込まれているとき、
及びイグニッションノブがLOCK以外に
あるときは、運転席ロックノブ又はドア
ロックスイッチで施錠できません。

前席・後席ドア
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チャイルドセーフティドアロック
車内のロックノブの位置に関係な
く、後席ドアを車内から開けられ
なくなります。

・お子さまを乗せるときに使います。

■施錠のしかた
・左右の後席ドアにあるロックレ
バーをLOCK側にしてドアを閉め
ます。

ESF0676Z

＊ロックを解除するときは、ロック
レバーを元に戻します。

■ドアを開けるとき
・ロック作動中にドアを開けるとき
は、車内のロックノブを解錠し、
車外からドアハンドルを引きます。

 知識

・車内から開けるときは、窓ガラスを下げ、
手を出して車外のドアハンドルを引きま
す。

バックドア

！  警告
・ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せ
て走行しないでください。急ブレー
キをかけたときなど、重大な傷害に
つながるおそれがあります。
・走行前に、バックドアが確実に閉
まっていることを必ず確認してくだ
さい。バックドアを開けたまま走行
すると、車内に排気ガスが侵入し、
一酸化炭素中毒になるおそれがあり
ます。

！  注意
・バックドアは必ず全開してくださ
い。途中で止めると突然閉まるおそ
れがあります。
・風が強いときに開けると、風にあお
られ急に閉まることがありますので
特に注意してください。
・バックドアを閉めるときは、手など
を挟まないよう注意してください。

前席・後席ドア／バックドア
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ESE0207Z

施錠・解錠のしかた
■インテリジェントキー機能に
よる施錠・解錠
キーを取り出すことなく施錠や解
錠ができます。

・インテリジェントキーを携帯して
いるとき、作動範囲内でバックド
ア・リクエストスイッチを押すと
バックドア（ドアも同時に）が施
錠又は解錠します。

・施錠したあとは、必ず施錠された
ことを確認してください。

電磁式バックドア
オープナースイッチ

バックドア・
リクエストスイッチ

ESE1367Z

 知識

・解錠後、電磁式バックドアオープナース
イッチを押すとバックドアが開きます。

・施錠するときはバックドアを閉めてから
バックドア・リクエストスイッチを押し
ます。

・施錠・解錠時にはアンサーバック機能、
オートロック機能（ P.35）が作動し
ます。

作動しないとき
・次のような場合、インテリジェン
トキー機能によるバックドアの施
錠・解錠ができません。
＊イグニッションノブが押し込ま
れているとき。（Acc、ONなど
の位置にあるとき。）

＊メカニカルキーがイグニッショ
ンノブに差し込まれているとき。

＊ドアが完全に閉まっていない（半
ドア）とき。

＊インテリジェントキーが施錠・
解錠作動範囲内にないとき。（
P.35）

＊携帯しているインテリジェント
キー以外に自車のインテリジェ
ントキーが車内にあるとき。（解
錠のみできます。）

＊インテリジェントキーの電池が
切れているとき。（ P.34）

バックドア
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開閉のしかた
■開けかた
・解錠後、電磁式バックドアオープ
ナースイッチを押してバックドア
を持ち上げます。

電磁式バックドア
オープナースイッチ

ESG1053Z

■閉めかた
・バックドアを降ろし、確実にロッ
クするまで押しつけます。

！  注意
・バックドアや車体側に手を触れたま
まバックドアを閉めると、手を挟ま
れてケガをするおそれがあります。
・バックドアを閉めるときは、バック
ドアのふちやその周辺に手を掛けな
いでください。必ず外から押して閉
めてください。

■リモートコントロールエント
リー機能による施錠・解錠

・車に近づき、インテリジェントキー
のスイッチを押します。
リモートコントロールエントリー機
能について…P.37

■ロックノブによる施錠・解錠
・運転席のロックノブ（ P.41）で
施錠・解錠すると、バックドアが
同時に施錠・解錠します。（イグニッ
ションノブLOCK時とキー未挿入
時のみ）

■ドアロックスイッチによる施
錠・解錠

・運転席のドアロックスイッチで
バックドアの施錠・解錠ができま
す。

施錠
解錠

ECE0018Z

バックドア
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 アドバイス

・バックドアを閉めるときは、ストライ
カーに異物をかみ込まないようにしてく
ださい。ストライカーやバックドアの
ロックが破損し、バックドアが閉まらな
くなるおそれがあります。

ESF0147Z

■バックドアが開けられなく
なったとき
バッテリーあがりなどにより、電
磁式バックドアオープナースイッ
チでバックドアを開けられなく
なったときは、次の操作をしてく
ださい。

①後席シートの背もたれを倒します。
背もたれの倒しかた…P.59

②バックドア車内側にある穴にお手
持ちのマイナスドライバーなどを
差し込みます。

・トノボード（ P.167）を外すと
操作しやすくなります。

③差し込んだマイナスドライバーで
レバーを矢印の方向に動かし、解
錠します。

ZIC0669

④バックドアを持ち上げます。

 アドバイス

・操作後はなるべく早く日産販売会社で点
検を受けてください。

バックドア
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キー封じ込み防止機能

インテリジェントキーを車内に入
れたまま施錠することを防ぐ機能
です。

 アドバイス

・次のような場所に置いているときは、
キー封じ込み防止機能が作動しないこと
があります。
＊インストルメントパネル上
＊グローブボックス内
＊ドアポケット内
＊スペアタイヤ付近
＊トノボード上
＊金属製のバッグの中
＊金属製のものの近く

・周囲の電波環境によってはキー封じ込み
防止機能が作動しないことがあります。

・インテリジェントキーが車外にあって
も、車両（ドアやドアガラス、リヤバン
パーなど）に近づけすぎた場合、キー封
じ込み防止機能が作動することがありま
す。

・インテリジェントキーが車内にあ
るとき
⇒運転席ドアを開けた状態での運
転席のロックノブ又はドアロッ
クスイッチによる施錠ができま
せん。（施錠後、すぐに全ドアが
解錠されます。）

・ドアを開けた状態で運転席のロッ
クノブ又はドアロックスイッチに
より全ドアを施錠し、インテリジェ
ントキーを車内に入れてしまった
とき
⇒全ドアを閉めると、車外警報ブ
ザーが“ピピピピ…”と鳴り、
全ドアが解錠されます。

 知識

・車外警報ブザーは約3秒後に停止します。

キー封じ込み防止機能
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■開けかた
①運転席右下にあるオープナーを引
きます。
ロックが外れエンジンフードの先
端が少し浮き上がります。

ESG0939Z

②エンジンフード先端のすき間に手
を入れ、レバーを横に押しながら
エンジンフードを持ち上げます。

レバー

ESG0940Z

エンジンフード ！  注意
・風が強いときに開けると、風にあお
られますので、しっかり持ってゆっ
くり開けてください。
・ステーを持つときは、必ず操作部を
持ってください。エンジン停止直後
はステーが高温になるため、やけど
をするおそれがあります。
・エンジンフードを開けたときは、
フードに頭などをぶつけないように
注意してください。
・エンジンがかかっているとき、エン
ジンルーム内に手、衣服、工具など
を入れないでください。思わぬケガ
をするおそれがあります。
・エンジン停止直後は、排気系部品、
ラジエーターなどの高温部に触れな
いでください。やけどをするおそれ
があります。

 アドバイス

・ワイパーアームを起こしたままエンジン
フードを開けないでください。エンジン
フードやワイパーを損傷します。

③ステーの操作部を持ってフックか
ら外し、エンジンフードの穴に確
実に差し込みます。

操作部

ESG0941Z

エンジンフード
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■閉めかた
①エンジンフードを支えながらス
テーの操作部を持って穴から外し、
フックに固定します。

②エンジンフードをゆっくり降ろし、
先端を押しつけ、確実にロックし
ます。

ESG0994Z

！  警告
・走行前に、エンジンフードが確実に
閉まっていることを、必ず確認して
ください。ロックされていないと、
走行中エンジンフードが開いて、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

！  注意
・エンジンフードを閉めるときは、手
などを挟まないようにゆっくり降ろ
してください。

イグニッションノブがONのとき操
作できます。

！  警告
・走行中は顔や手、物などを車外に出
さないでください。車外のものに当
たったり、急ブレーキ時に重大な傷
害につながるおそれがあります。
・窓ガラスを閉めるときは、手や首な
どを挟まないよう注意してください。
・お子さまを乗せているときは、パ
ワーウインドーロックスイッチを押
し込み、操作させないようにしてく
ださい。重大な傷害につながるおそ
れがあります。

 知識

・運転席のパワーウインドーロックスイッ
チが押し込まれているときは、助手席・
後席窓ガラスの操作ができません。

キーOFF後作動機構
・運転席の窓ガラスはイグニッションノブ
をAcc又はOFFにしたあとでも、約15
分間は開閉することができます。ただし、
その約15分間に運転席ドアを開けて閉
める（ドアが開いているときは閉める）
と、窓ガラスの開閉はできなくなります。

パワーウインドー

エンジンフード／パワーウインドー
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運転席スイッチ
運転席スイッチで、各席の窓ガラ
スの開閉ができます。

運転席・AUTO

助手席

後席左側

後席右側

パワーウインドー
ロック

ESG0983Z

助手席・後席スイッチ
助手席スイッチ、後席スイッチで
自席の窓ガラスの開閉ができます。

ESG0984Z

■開閉のしかた
・スイッチを押している間、開きます。
・スイッチを引き上げている間、閉
まります。

■運転席ワンタッチ開閉のしか
た
運転席の窓ガラスは、ワンタッチ
で開閉できます。

・スイッチを強く押すと全開します。
・スイッチを強く引き上げると全閉
します。

・途中で止めたいときは、スイッチ
を操作した反対側に軽く押すか引
きます。

＊イラストは、助手席スイッチです。

■挟み込み防止機構
・運転席の窓ガラスを自動で閉めて
いるときやキーOFF後作動機構で
閉めているときに、車体と窓ガラ
スの間に異物の挟み込みを感知す
ると、窓ガラスの上昇が停止し、
自動で少し下降し止まります。

・環境や走行条件により、異物を挟
んだときと同じような衝撃や荷重
が窓ガラスに加わると作動するこ
とがあります。

！  注意
・窓ガラスを確実に閉めるため、閉め
切る直前の部分では挟み込みを感知
できない領域があります。指などを
挟まれないよう注意してください。

 アドバイス

・故障などで挟み込み防止機構が作動して
しまい、窓ガラスを自動で閉めることが
できないときは、スイッチを上側へ引き
続けて閉めてください。

■パワーウインドーのロックの
しかた

・パワーウインドーロックスイッチ
を押し込むと、助手席と後席の窓
ガラスの開閉ができなくなります。

・スイッチを押し戻すと開閉できます。
スイッチ位置 作　　動

ON ロックされます。

OFF ロックが解除されます。

パワーウインドー
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■正常に作動しないとき
バッテリーを外したり、開閉操作
を連続して行うと、運転席窓ガラ
スの自動閉操作、挟み込み防止機
構、キーOFF後作動機構が正常に
作動しないことがあります。
以下の操作を行い、初期設定して
ください。

①イグニッションノブをONにしま
す。

②運転席・AUTOスイッチを押し、
窓ガラスを全開にします。（すでに
全開しているときは、操作する必
要はありません。）

③運転席・AUTOスイッチを引き上
げ続けます。
窓ガラスが全閉してから約3秒後に
手を離します。

④正常に作動することを確認します。
・正常に作動しないときは、再度上
記の操作を行ってください。

燃料補給口は運転席側の車両後方
にあります。

！  警告
・燃料補給時は、以下のことを必ず
守ってください。
＊エンジンを止める。
＊車のドアや窓を閉める。
＊タバコなどの火気を近づけない。
＊気化した燃料を吸わない。
・補給作業を行う前に、金属部分に触
れて身体の静電気を除去してくださ
い。放電による火花で燃料に引火し
たり、やけどをするおそれがありま
す。
・補給作業はひとりで行ってくださ
い。作業中に車内に戻ったり、帯電
している人や物に触れると再帯電す
るおそれがあります。
・キャップを開けるときはゆっくり回
し、燃料タンク内の圧力を下げてか
ら外してください。急に開けると、
燃料が補給口より吹き返すおそれが
あります。
・給油ノズルは確実に給油口へ挿入し
てください。給油ノズルの挿入が浅
いと、給油の自動停止が遅れるため、
燃料が吹きこぼれ火災につながるお
それがあります。
・給油ノズルの自動停止後は、給油の
継ぎ足しをしないでください。継ぎ
足しをすると、燃料があふれて火災
につながるおそれがあります。
・ガソリンスタンド内に掲示されてい
る注意事項を守ってください。

燃料補給口

パワーウインドー／燃料補給口
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■燃料の補給
・燃料タンクの容量は、約65ℓです。
エンジン型式 使用燃料

MR20DE 無鉛レギュラー
ガソリン

 アドバイス

・指定以外の燃料は補給しないでくださ
い。

■開けかた
①運転席右下にあるオープナーを引
きリッドを開けます。

ESG0946Z

②キャップを左にゆっくり回して開
けます。

・補給時、キャップはリッドの裏側
に置きます。

リッド

開

閉

キャップ

キャップホルダー

ESE0025Z

■閉めかた
①キャップを“カチッ、カチッ”と、

2回以上音がするまで右に回して閉
めます。

②リッドを押し付けてロックします。

！  警告
・キャップは確実に閉めてください。
閉まっていないと走行中に燃料が漏
れ、火災につながるおそれがありま
す。
・日産純正品以外のフューエルキャッ
プは使用しないでください。

燃料補給口
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スタイリッシュガラスルーフ★

！  警告
・走行中は、サンシェード収納口に頭
や顔を近づけないでください。急ブ
レーキをかけたときなど、重大な傷
害につながるおそれがあります。
・サンシェードを開閉するときは手な
どを挟まないよう注意してくださ
い。また、お子さまには操作させな
いでください。重大な傷害につなが
るおそれがあります。

！  注意
・ガラスルーフの上に物を置いたり、
落としたりしないでください。ガラ
スが破損するおそれがあります。

 アドバイス

・サンシェード収納口に手を掛けてぶら下
がったり、重いものを掛けないでくださ
い。変形や破損の原因になります。

・長時間駐車するときはサンシェードを閉
めてください。炎天下でサンシェードを
開けたままにすると車内が高温になりま
す。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

イグニッションノブがONのとき、
サンシェードの開閉ができます。

■開閉のしかた
・スイッチの開側△を一瞬押すと自
動で全開します。

・スイッチの閉側▼を一瞬押すと自
動で全閉します。

・自動で開閉中に途中で止めたいと
きは、スイッチの開側△又は閉側
▼を軽く押します。

・手動で開閉したいときは、スイッ
チの開側△又は閉側▼を押し続け、
止めたいところで手を離します。

開

閉

ESG0938Z

スタイリッシュガラスルーフ★
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■挟み込み防止機構
自動でサンシェードを閉めるとき
に、車体とサンシェードの間に異
物の挟み込みを感知すると、サン
シェードが停止し、自動で開き始
めます。

！  注意
・サンシェードを確実に閉めるため、
閉め切る直前の部分では挟み込みを
感知できない領域があります。指な
どを挟まれないように注意してくだ
さい。

■正常に作動しないとき
・サンシェードが正常に作動しない
ときは、以下の操作を行い初期設
定し直してください。

①スイッチの閉側▼を押し続け、全
閉します。

②一旦スイッチから手を離します。
③再度スイッチの閉側▼を約30秒間
押し続けます。（さらに閉方向に作
動して止まります。）

④スイッチから手を離し、スイッチ
の閉側▼を約10秒間押し続けま
す。（約3秒後に自動的に全開、全
閉します。）

⑤正常に作動することを確認します。

 アドバイス

・上記の操作で作動できない場合は、早め
に日産販売会社で点検を受けてくださ
い。

スタイリッシュガラスルーフ★
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ハンドル・シート・ミラーの調節のしかた

メーター類が見やすい

ひじが伸びきらず、
少し曲がっている

背中が背もたれから離れ
ないように深く腰掛ける

シートベルトを正しく着用する

ペダルが十分踏み込める
TCD0008Z

正しい運転姿勢

！  警告
・ハンドル、シート、ミラーの調節は安全のため必ず走行前に行ってください。走行
中に調節をすると前方不注意となり危険です。

・調節したあとは確実に固定されたことを確認してください。ハンドルやシートが固
定されていないと突然運転姿勢が変わり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

・背もたれを倒したまま走行しないでください。シートベルトが効果を十分発揮せず、
衝突時などに重大な傷害を受けるおそれがあります。

！  注意
・調節するときは、動いている部分に手や足などを近づけないでください。
挟まれてケガをするおそれがあります。

・背もたれを調節するときは、背もたれを支えながら調節してください。顔や身体に
当たり思わぬケガをするおそれがあります。

・背もたれと背中の間にクッションなどを入れないでください。運転姿勢が不安定に
なり、思わぬ事故につながるおそれがあります。

・室内を清掃するときやシートの下に落とした物を拾うときなど、シートの下に手を
入れるときは十分に注意してください。シートレールやシートフレームに当たりケ
ガをするおそれがあります。

正しい運転姿勢がとれるよう、ハンドル、シート、ミラーを調節してください。

正しい運転姿勢
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①レバーを押し下げます。
②ハンドルを前後・上下に動かし、
適切な位置で止めます。

③レバーを引き上げ固定します。

①
②

②

③

ESG0948Z

ハンドル 前席シート

前後位置調節（スライド）
①レバーを引いたまま、シートを前
後に動かします。

②レバーから手を離したところで固
定します。

ESG0927Z

背もたれの角度調節
（リクライニング）

①レバーを引いたまま、背もたれを
傾けます。

②レバーから手を離したところで固
定します。

ESG0928Z

ハンドル／前席シート
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ヘッドレストの使いかた
■上下調節のしかた
ヘッドレストの中心が、耳の高さ
になるように調節します。

・上げるときは、そのままヘッドレ
ストを引き上げます。

・下げるときは、ボタンを押しなが
らヘッドレストを下げます。

ヘッドレスト中心

押す

TCE0051Z

シートの上下調節（リフター）
運転席シートの高さを調節できま
す。

・レバーを引き上げると高くなりま
す。

・レバーを押し下げると低くなりま
す。

ESG0929Z

■脱着のしかた
・取り外すときは、ボタンを押しな
がらヘッドレストを引き上げます。

・取り付けるときは、ボタンを押し
ながらヘッドレストを差し込みま
す。

・天井にぶつかって取り外せない場
合は、前席シートの前後位置やシー
ト背もたれの角度を調節してから
取り外してください。

！  警告
・ヘッドレストは外したまま走行しな
いでください。万一のとき、頭部へ
の衝撃を防ぐことができなくなり、
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。

 知識

・レバーを繰り返し操作して調節します。

腰部の張り出し量の調節（ラン
バーサポート）★

運転席シートの腰部張り出し量を
調節できます。

・ダイヤルを回して調節します。

ZIC0076

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

前席シート
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■前席アクティブヘッドレスト
について
追突されたときに背もたれが乗員
を受け止める力を利用して、ヘッ
ドレストが瞬時に前方に移動しま
す。
ヘッドレストの移動により、頭部
の過度な後方への傾きを防ぎ、首
への負担を軽減します。
いわゆる「むち打ち症」が多く発
生するといわれている、低速から
中速までの追突時に効果を発揮し
ます。

TSC1471Z

！  注意
・ヘッドレストのステーにテーブル、
テレビなどの用品を取り付けないで
ください。万一の追突時にアクティ
ブヘッドレストの機能が損われるお
それがあります。

 知識

・アクティブヘッドレストは、追突時のみ
作動し、追突後は元の位置に戻ります。

・アクティブヘッドレストの調節方法は、
通常のヘッドレストと同じです。正しく
調節してください。

！  注意
・取り付けるときは、前後の向きを間
違えないでください。

TCA0491Z

・取り付けたあとは、ヘッドレストを
持ち上げ、抜け出さないことを確認
してください。万一のとき、ヘッド
レストが効果を十分発揮せず、思わ
ぬケガをするおそれがあります。

前席シート
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前席ヒーターシート★

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

イグニッションノブがONのとき使
えます。
前席シートを温めます。

・スイッチの●側（車両前方側）、又
は●側（車両後方側）を押します。
（スイッチの表示灯が点灯）

助手席用 運転席用

ZIC0226

スイッチ位置 働　き

● 早く温めたいとき。

● 保温したいとき。

・止めるときは、スイッチを中立位
置にします。
（スイッチの表示灯が消灯）

！  注意
・長時間の連続使用は低温やけどの原
因となります。特に皮膚の弱い方、
乳幼児、病人、お年寄り、身体の不
自由な方、眠気をもよおす薬を服用
された方、深酒や疲労の激しい方は
注意して使ってください。
・シートに毛皮や座布団を載せたり、
日産純正以外のシートカバーを使わ
ないでください。過熱するおそれが
あります。
・固くて重い物や突起がある物をシー
トに載せたり、ピンや針などの鋭い
物でシートをつきさしたりしないで
ください。
・シートを清掃するときは、シンナー、
ベンジン、アルコールなどの有機溶
剤を使用しないでください。
・水などをこぼしたときは、乾いた布
ですぐにふき取ってください。

 アドバイス

・バッテリーあがりを防止するため、エン
ジンをかけた状態で使ってください。ま
た、アイドリング状態での連続使用は避
けてください。

前席ヒーターシート★
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背もたれの倒しかた
後席シートを折りたたみ、ラゲッ
ジルームのスペースを広げること
ができます。

①ヘッドレストを格納します。
②後席シートベルトのタングを格納
します。

ESG0930Z

！  警告
・ラゲッジルーム（荷室）に人を乗せ
て走行しないでください。急ブレー
キをかけたときなど、重大な傷害に
つながるおそれがあります。

 アドバイス

・前席の背もたれに当たりシートが倒れな
いときは、前席シートの位置を前方に移
動するか、後席シートのヘッドレストを
調節してください。

・シートを元に戻したとき、レバーの赤い
部分が見える場合は、シートが正しく
ロックされていません。その場合はレ
バーを引いてロックを解除し、もう一度
背もたれをロックさせてください。

後席シート

③背もたれの左右にあるレバーを引
きながら、前方に倒します。

ESG1055Z

＊元に戻すときは、背もたれを起こ
し、手で後方に押し付けてロック
します。

ESG0972Z

リヤセンターアームレスト★

前に倒して使います。

★：車種、グレード、オプションなどにより、装着の有無が異なります。

後席シート
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イグニッションノブがAcc又はON
のとき操作できます。

■角度調節のしかた
①調節するドアミラー側にスイッチ
を回します。
（左側はL、右側はR）
②スイッチを動かして、鏡面角度を
調節します。

ESG0955Z

ドアミラー

！  警告
・鏡面の調節は走行前に行ってくださ
い。走行中の調節は前方不注意とな
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

 アドバイス

・ミラーの映像は実際より遠くに見えるの
で注意してください。

ヘッドレストの使いかた
ヘッドレストは、格納位置からロッ
クする位置まで上げた状態で使い
ます。

！  注意
・ヘッドレストはロック位置まで上
げ、確実に固定されていることを確
認してから使用してください。格納
状態では機能が十分に発揮できませ
ん。

・ヘッドレストの脱着は、前席シー
トと同じです。
ヘッドレストの脱着のしかた…
P.56

後席シート／ドアミラー
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！  注意
・ミラーが動いているときは手を触れ
ないでください。手を挟んだり、ミ
ラーが故障する原因になるおそれが
あります。
・ミラーを格納したまま走行しないで
ください。後方確認ができないため
危険です。
・手動で開閉すると走行中ミラーが前
方又は後方に倒れるおそれがありま
す。手動で開閉したあとは、走行前
に電動で開閉操作を行ってくださ
い。

■格納するとき
・スイッチの下側を押すと、左右の
ミラー本体が格納されます。

・スイッチの上側を押すと、元に戻
ります。

開

閉

ESG0956Z

 アドバイス

・スイッチ操作を連続して行うと、途中で
停止することがありますが、故障ではあ
りません。しばらくしてから作動させて
ください。

・手動で開閉した場合、格納スイッチの位
置により、イグニッションノブをAcc又
はONにしたときにミラーが動き出すこ
とがあります。

・スイッチの上側が押されたままでミラー
を前方に倒したとき、イグニッションノ
ブをAcc又はONにするとミラーが更に
前方に倒れます。元の状態に戻すときは
一度格納操作をしてください。

 知識

ヒーター付ドアミラー
・イグニッションノブがONのときにリヤ
ウインドーデフォッガースイッチ（
P.126）を押すと、バックドアガラスの
くもりを取るのと同時にドアミラーの霜
やくもりを取ります。

ドアミラー
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ルームミラー

切り替えレバー
ESG0764Z

！  警告
・ミラーの調節は走行前に行ってくだ
さい。また、防眩への切り替えは必
要なときのみ行ってください。思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

 アドバイス

・ルームミラーのまわりに無線機やアクセ
サリーなどを取り付けたり、配線から電
源をとったりしないでください。インテ
リジェントキーの電波受信機が内蔵され
ているため、ドアの施錠・解錠、エンジ
ンの始動などができなくなるおそれがあ
ります。

通常は防眩切り替えレバーを前方
に押した状態で使います。

・ミラー本体を持って、後方視界が
十分確認できる位置に高さと角度
を調節します。

・後続車のヘッドライトがまぶしい
ときは、防眩切り替えレバーを手
前に引くと反射が弱くなります。

サイドアンダーミラー

＊ナビゲーションシステム付車には
付きません。

発進時、車両の左側すぐ下の状況
を確認するために使います。

ESG1007Z

！  注意
・発進時には安全のためサイドアン
ダーミラーによる周囲の確認と合わ
せて直接目視確認してください。
・サイドアンダーミラーは車の近くを
確認するため、角度が下向きにセッ
トされています。進行中後方を見る
ときはドアミラーで確認してくださ
い。

 アドバイス

・サイドアンダーミラーは固定式です。破
損するおそれがありますので無理に動か
さないでください。

サイドアンダーミラー／ルームミラー
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シートベルトの着用のしかた

・走行する前に全員が必ずシートベルトを着用してください。
・シートベルトは正しい姿勢で正しく着用しないと、シートベルトの効果が十分
発揮できなかったり、ベルトによりケガなどをするおそれがあります。

・次の使用方法、警告にしたがって正しく着用してください。

TCD0009Z

シートベルトの正しい着用

！  警告
・走行する前に全員がシートベルトを着用してください。着用しないと、万一の事故
時や急ブレーキ時に、生命にかかわる重大な傷害につながるおそれがあります。
・シートベルトを正しく着用しないと、万一のとき重大な傷害につながるおそれがあ
ります。着用するときは以下のことを必ずお守りください。
＊運転者は正しい運転姿勢で、同乗者は正しい着座姿勢で着用してください。
＊ベルトは1人用です。2人以上で1本のベルトを使わないでください。
＊ベルトはねじれた状態で着用しないでください。ねじれがあるとベルトの幅が狭
くなり、万一のとき衝撃力が分散できず、局部的に強い力を受けることがありま
す。

＊腰部ベルトは腰骨のできるだけ低い位置にぴったりと着用してください。ベルト
が腰骨からずれていると、腹部に強い圧迫を受けることがあります。

＊肩ベルトは脇の下を通さず、確実に肩に掛けてください。肩に十分掛かっていな
いと、上半身を拘束しないことがあります。

＊シートベルトをクリップなどで故意にたるみをつけ、身体から浮いた状態に調節
しないでください。ベルトにたるみがあると、十分な効果を発揮しないことがあ
ります。

シートベルトの正しい着用
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！  警告
・シートの背もたれを倒したまま走行しな
いでください。シートベルトが効果を十
分発揮せず、衝突時などに身体がシート
ベルトの下に入り込み、ベルトにより重
大な傷害を受けるおそれがあります。

TCA0041Z

・バックルや巻き取り装置の中に異物を入
れないでください。シートベルトが正常
に機能を発揮せず、万一のとき重大な傷
害につながるおそれがあります。

・妊娠中や疾患のある方も、万一のときの
ためにシートベルトを着用してくださ
い。ただし、局部的に強い圧迫を受ける
おそれがありますので医師に相談し、注
意事項を確認してください。妊娠中の方
は、腰ベルトを腹部から避けて腰部ので
きるだけ低い位置にぴったりと着用して
ください。肩ベルトは、確実に肩を通し、
腹部を避けて胸部に掛かるように着用し
てください。

・お子さまにも必ずシートベルトを着用さ
せてください。お子さまをひざの上に抱
いていると、衝突時などにお子さまを支
えることができず、お子さまが重大な傷
害を受けるおそれがあります。

TCA0042Z

・シートベルトが首や顔に当たるなど、適
正な着用ができない小さなお子さまに
は、チャイルドシートをお使いください。
チャイルドシート…P.69

・一度強い衝撃を受けたシートベルトやベ
ルト部分に傷がついたり破れたりしてい
るシートベルトは、機能を十分発揮しな
いことがあります。事故などにより衝撃
を受けたり傷がついた場合は、日産販売
会社に点検を依頼してください。

シートベルトの正しい着用
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！  警告
・シートベルトの清掃は中性洗剤かぬるま湯で行い、乾かしてからお使いください。
ベンジンやガソリンなどの有機溶剤は絶対に使わないでください。ベルトの性能が
落ち、シートベルトが機能を十分発揮しないことがあります。

 知識

・運転者がシートベルトを着用していないと、警告灯（ P.91）や警報（ P.113）が作動し
ます。

シートベルトの正しい着用
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ELR（緊急固定）付3点式シートベルト
前席、後席左右、後席中央に付い
ています。
通常は身体の動きに合わせて伸縮
しますが、衝突時など強い衝撃を
受けると、ベルトが自動的にロッ
クし身体を固定します。

①タングを持ってベルトをゆっくり
引き出します。

・ベルトがロックして引き出せない
ときは、一度ベルトを強く引いて
からゆるめ、再度ゆっくり引き出
してください。

②ベルトを腰骨のできるだけ低い位
置に掛け、たるみがないように密
着させます。

TCA0043Z

③ベルトがねじれないようにして、
タングをバックルに“カチッ”と
音がするまで確実に差し込みます。

・後席左右席はバックルのベルトが
短い方に、後席中央席はバックル
のベルトが長い方に差し込んでく
ださい。

TCA0044Z

シートベルトの着用のしかた

！  注意
・後席シートベルトのバックルは、左
右席用と中央席用を間違えないよう
にしてください。バックルのベルト
が長い方が中央席用です。

④前席は、肩ベルトのアンカー位置
の高さを調節します。

・ノブを押しながらアンカー部を上
下させ、ベルトが肩に確実に掛か
る位置に調節し手を離します。

・手を離したあと、“カチッ”と音が
するまで動かし固定させます。

ノブ

ESG0932Z

シートベルトの着用のしかた



66 67

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

・外すときは、バックルのボタンを
押し、タングを持ってゆっくり戻
します。

ボタン

押
す

TCA0045Z

！  警告
・肩ベルトは確実に肩に掛かるよう
に、アンカー位置を調節してくださ
い。また、アンカーは確実に固定さ
れていることを確認してください。
ベルトが肩から外れたり、アンカー
が固定されていないと、万一のとき
シートベルトが十分効果を発揮せ
ず、重大な傷害につながるおそれが
あります。

後席中央ELR（緊急固定）付3点式
シートベルト
①天井部にある格納部からタングを
外します。

②タングをゆっくり引き出して、タ
ング❶、タング❷の順にバックル
に差し込みます。

・タング❶は黒いボタンのバックル
に差し込みます。

・タング❷は、赤いボタンのバック
ルのうち、バックルのベルトが長
い方に差し込みます。

ESG0931Z

・元に戻すときは、逆の手順で操作
します。

シートベルトの着用のしかた



68

正面衝突など車両前方から強い衝
撃を受けたとき、装着したシート
ベルトを瞬時に巻き取るプリテン
ショナーと乗員に加わるシートベ
ルトの拘束力を一定レベルに保つ
ロードリミッターが付いています。

・衝撃の強さなどによっては、運転
席・助手席SRSエアバッグシステ
ムと同時に作動する場合と、プリ
テンショナーのみ作動する場合が
あります。

SRSエアバッグが作動するとき・し
ないとき…P.78

TCA0050Z

前席ロードリミッター付プリ
テンショナーシートベルト

！  警告
・使用方法は通常のシートベルトと同
じです。正しく着用しないと、プリ
テンショナー及びロードリミッター
の効果が十分発揮できず、重大な傷
害につながるおそれがあります。

！  注意
・イグニッションノブON後約7秒間
はシステムチェックを行うため、プ
リテンショナーは作動しません。
SRSエアバッグ警告灯が消灯して
から走行してください。

■プリテンショナーシートベル
ト付車の取り扱いについて
運転席にはダブルプリテンショ
ナー機構が付いています。ラップ
アウタープリテンショナーが腰部
シートベルトの緩みを引き込み、
肩部のロードリミッター付プリテ
ンショナーと合わせて乗員の拘束
性能を高めます。

！  警告
・プリテンショナーシートベルトの部
品や配線を修理したり、電気テス
ターを使ってプリテンショナーのシ
ステムの回路診断をしないでくださ
い。誤って作動したり、正常に作動
しなくなるおそれがあります。

！  注意
・廃車にするときやプリテンショナー
シートベルトを廃棄するときは、必
ず日産販売会社にご相談ください。

 アドバイス

・プリテンショナーが作動したとき作動音
や白煙が出ますが、火災ではありません。

・プリテンショナーは、一度作動すると再
使用できません。衝突を起こしたときは
必ず日産販売会社で点検を受け、作動済
みの場合は交換してください。

前席ロードリミッター付プリテンショナーシートベルト



69

車
と
の
上
手
な

つ
き
あ
い
か
た

室
内
装
備
の

使
い
か
た

走
行
す
る
と
き

走
行
す
る
前
に

！ 

警
告

目
次

万
一
の
と
き

サ
ー
ビ
ス
デ
ー
タ

さ
く
い
ん

チャイルドシート
チャイルドシートについて

乳児用チャイルドシート、チャイ
ルドシート、ジュニアチャイルド
シートの総称として「チャイルド
シート」と呼んでいます。
チャイルドシートの固定機構を
使ってチャイルドシートを固定す
ることができます。

！  注意
・お子さまの年齢や体格にあった、適
切なチャイルドシートをお選びくだ
さい。
・固定方法及び取り扱いかたは、チャ
イルドシートに付属の取扱説明書に
従ってください。

 知識

・この車はECE R44※の基準に適合した
ISO FIX対応チャイルドシート固定専用
アンカーを標準装備しています。

※ECE R44はチャイルドシートに関
する国際法です。

ECE R44認可マークについて
ECE R44の基準に適合した汎用
（ユニバーサル）チャイルドシート
には、下記の認可マークが表示さ
れています。必ずECE R44の基準
に適合したチャイルドシートをお
使いください。

ZIC0388

①法規番号
②チャイルドシートのカテゴリー
（UNIVERSALは汎用品の認可であ
ることを表します。）

③対象となるお子さまの体重範囲
④当該装置を認可した国番号
⑤当該装置認可番号

チャイルドシートについて
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チャイルドシートの種類（例）
■乳児用チャイルドシート
・ECE R44基準のグループ0、0＋に
相当します。

ZIC0381

■チャイルドシート
・ECE R44基準のグループ0＋、Ⅰに
相当します。

ZIC0382

■ジュニアチャイルドシート
・ECE R44基準のグループⅡ、Ⅲに
相当します。

ZIC0383

チャイルドシートの質量グループ
■質量グループについて

ECE R44の基準に適合するチャイ
ルドシートはお子さまの体重によ
り以下のように分類されます。
質量グループ お子さまの体重
グループ0 10kgまで
グループ0＋ 13kgまで
グループⅠ 9～18kgまで
グループⅡ 15～25kgまで
グループⅢ 22～36kgまで

チャイルドシートについて
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チャイルドシート適合表

チャイルドシートの固定方法には、シートベルトで取り付ける方法と、ISO 
FIX対応チャイルドシート固定専用アンカーで取り付ける方法があります。次
の表から各着席位置でどのチャイルドシートが使用できるかを確認してくださ
い。

シートベルトで取り付けるチャイルドシートについて
■選択の目安
詳しくは、チャイルドシートに付属の取扱説明書をお読みください。

質量グループ
着席位置

前席（助手席） 後席左右 後席中央
0（10kgまで） × × ×
0＋（13kgまで） × L L
Ⅰ（9～18kg） L L L
Ⅱ（15～25kg） L L L
Ⅲ（22～36kg） L L L
凡例
L　 ：以下の表に記載されている日産純正チャイルドシートの取り付けが可能です。
×　：チャイルドシートを取り付けることはできません。

！  注意
・表に記載されていないチャイルドシートを使用するときは、チャイルドシート製造
業者又は販売業者にご相談ください。

■日産純正チャイルドシート
質量グループ 取り付け向き 商品名

0（10kgまで） － －
0+（13kgまで） 後向き チャイルドセーフティシート

（E4 04443812）
ISO FIX対応チャイルドセーフティシート

（E4 04443716）Ⅰ（9～18kg） 前向き
Ⅱ（15～25kg） 前向き ジュニアセーフティシート

（E4 04443515）Ⅲ（22～36kg） 前向き

チャイルドシート適合表
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■日産純正ISO FIX対応チャイルドシート
質量グループ サイズ等級 固定具 商品名 取り付け向き カテゴリー

0＋（13kgまで） E ISO/ R1 日産純正ISO FIX対応ベビーシート 後向き 準汎用

ISO FIX対応チャイルドシート固定専用アンカーで取り付けるチャイ
ルドシートについて
■選択の目安
詳しくは、チャイルドシートに付属の取扱説明書をお読みください。

質量グループ サイズ等級 固定具
車両ISO FIX位置

後席左右 後席中央

キャリーコット
F ISO/L1 × －

G ISO/L2 × －

0（10kgまで） E ISO/R1 × －

0＋（13kgまで）
E ISO/R1 IL －

D ISO/R2 × －

C ISO/R3 × －

Ⅰ（9～18kg）

D ISO/R2 × －

C ISO/R3 × －

B ISO/F2 IUF －

B1 ISO/F2X IUF －

A ISO/F3 IUF －
Ⅱ（15～25kg） － （1） × －
Ⅲ（22～36kg） － （1） × －

凡例
IUF　：この質量グループでの使用を認可された汎用（ユニバーサル）カテゴリーの

ISO FIX対応前向きチャイルドシートに適合しています。
IL　　：この質量グループでの使用を認可された、以下の表に記載されている「日産純

正ISO FIX対応ベビーシート」に適合しています。
×　　：チャイルドシートを取り付けることはできません。
（1）　：サイズ等級表示の無いチャイルドシートの各シート位置でのISO FIX対応チャ

イルドシート固定機構の取り扱いについては販売業者にご相談ください。

！  注意
・日産純正ISO FIX対応ベビーシートの取り付けには別売りのベースキットが必要で
す。

・ISO FIX対応のチャイルドシートをすでにお持ちの場合、ご使用前にECE R44の
基準に適合していることを確認してください。適合していないチャイルドシートは
取り付けられません。詳しくは、日産販売会社にご相談ください。

チャイルドシート適合表
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後席シート左右にはISO FIX対応
チャイルドシートを取り付けるた
めのアンカー（固定装置）が装備
されています。

！  注意
・ISO FIX対応チャイルドシートを取
り付けるときは、ヘッドレストを
ロックする位置にしてください。

■アンカーの場所
・ISO FIX対応チャイルドシート用ロ
アアンカーは、マーク下側にあり
ます。

・テザーアンカーは、後席背もたれ
の後ろ側にあります。

ZIC0546

・取り付けかた及び取り外しかたは、
チャイルドシートに付属の取扱説
明書をお読みください。

！  警告
・チャイルドシートを取り付けるとき
は、アンカー部周辺に異物がないこ
とや、シートベルトなどのかみ込み
がないことを確認してください。異
物やシートベルトなどをかみ込むと
チャイルドシートが固定されず、衝
突時や急ブレーキ時にお子さまが重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。
・チャイルドシートを取り付けるとき
にトノボードと干渉していないこと
を必ず確認し、干渉する場合はトノ
ボードを取り外してください。衝突
時や急ブレーキ時にお子さまが重大
な傷害を受けるおそれがあります。
トノボード…P.167

・チャイルドシートは確実に固定して
ください。確実に固定されていない
と、衝突時や急ブレーキ時にお子さ
まが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。

 知識

・シートカバーを装着するときは、スリッ
トがあるものを使用してください。

ISO FIX対応チャイルドシート
固定専用アンカーについて

マーク

ZIC0672

ISO FIX対応チャイルドシート固定専用アンカーについて
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SRSエアバッグ

格納部

ESG0449Z

SRSエアバッグの作動

SRSエアバッグは、シートベルトと併用することで安全性を高めます。シート
ベルトは必ず着用してください。
＊SRSとは、Supplemental Restraint Systemの略でシートベルトの補助拘束
装置の意味です。

・イグニッションノブがONのとき作動可能です。

■運転席・助手席SRSエアバッグシステム
車両前方から強い衝撃を受けたときSRSエ
アバッグが瞬時に膨らみ、乗員の頭部にか
かる衝撃を緩和するシステムです。

・運転席SRSエアバッグは、ハンドル部に格
納されています。

・助手席SRSエアバッグは、助手席側インス
トルメントパネル部に格納されています。
乗員がいなくても運転席と同時に作動しま
す。

格納部
ESG0450Z

■運転席・助手席SRSサイドエアバッグシステム
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃
を受けた側のSRSサイドエアバッグが瞬時
に膨らみ、乗員の主に胸部にかかる衝撃を
緩和するシステムです。

・SRSサイドエアバッグは、シート背もたれ
側面（外側）に格納されています。助手席
は乗員がいなくても作動します。

格納部

ESG0451Z

■SRSカーテンエアバッグシステム
車両側面から強い衝撃を受けたとき、衝撃
を受けた側のSRSカーテンエアバッグが瞬
時に膨らみ、乗員の主に頭部にかかる衝撃
を緩和するシステムです。

・SRSカーテンエアバッグは左右のルーフサ
イドに格納されています。助手席側は乗員
がいなくても作動します。

SRSエアバッグの作動
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！  警告
・SRSエアバッグはシートベルトを補助する装置です。SRSエアバッグだけでは、
身体の飛び出しなどを防止することはできません。SRSエアバッグの効果を発揮
させるため、必ずシートベルトを正しい姿勢で正しく着用してください。

・乗車するときは必ず次のことをお守りください。守らないと、SRSエアバッグが
誤って作動したり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
＊ハンドルまわり、車両前部、インストルメントパネルまわり、前席シートまわり、
センターピラー（ロックピラー）まわり、センターコンソールまわり、ルーフサ
イド部などのSRSエアバッグ格納部を修理するときは、日産販売会社にご相談
ください。また、SRSエアバッグ格納部に傷がついていたりひび割れがあると
きは、そのまま使用せず日産販売会社で交換してください。
＊SRSエアバッグ格納部に過度の衝撃を与えないでください。
＊電気テスターを使ってSRSエアバッグの回路診断をしたり、回路を変更しない
でください。
＊エアロパーツなどを取り付けたりサスペンションを改造するときは、日産販売会
社にご相談ください。不適正な改造をすると衝撃を正しく検知できません。

運転席SRSエアバッグシステム
・必ず次のことをお守りください。守らないと、SRSエアバッグ作動時に強い衝撃
を受けたり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
＊ハンドルから顔をできるだけ（約30cm
以上）離し、ハンドルにもたれかかるな
どSRSエアバッグ格納部に手や顔、胸
などを不必要に近づけないでください。
また、内がけでのハンドル操作はしない
でください。

＊不適正なハンドルに交換したり、セン
ターパッド部（SRSエアバッグ格納部）
にステッカーなどを貼らないでくださ
い。

＊前面ガラスにアクセサリーなどを付けな
いでください。

TCG0030Z

TCG0031Z

SRSエアバッグの作動
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！  警告
助手席SRSエアバッグシステム
・必ず次のことをお守りください。守らないと、SRSエアバッグ作動時に強い衝撃
を受けたり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
＊インストルメントパネル（SRSエアバッ
グ格納部）に手や足を置いたり、顔や胸
などを近づけないでください。また、お
子さまをSRSエアバッグ格納部の前に
立たせたりひざの上に抱いたりせず、後
席に乗せてください。 TCG0032Z

＊チャイルドシートは後席シートに取り付
けてください。やむを得ず助手席シート
に取り付けるときは、シートをできるだ
け後ろに下げ、必ず前向きに取り付けて
ください。
チャイルドシート…P.69

＊チャイルドシートは走行する前に確実に
固定されていることを確認してくださ
い。固定方法及び取り扱いかたは、チャ
イルドシートに付属の取扱説明書に従っ
てください。

＊インストルメントパネル上面にステッ
カーなどを貼ったり、アクセサリーや芳
香剤などを置かないでください。

TSG0038Z

ESG0699Z

運転席・助手席SRSサイドエアバッグシステム及びSRSカーテンエアバッグシステム
・必ず次のことをお守りください。守らないと、SRSエアバッグ作動時に強い衝撃
を受けたり正常に作動しなくなり、重大な傷害につながるおそれがあります。
＊ドアにもたれるなど、前席シート背もた
れ側面（外側）のSRSサイドエアバッ
グ格納部及びSRSカーテンエアバッグ
格納部に近づかないでください。特にお
子さまが窓から腕を出したり、前席シー
トの背もたれを抱えたりしないように注
意してください。

＊前席ドアをガラスが割れるほど強く閉め
ないでください。SRSエアバッグが誤
作動するおそれがあります。

TSG0065Z

TSG0066Z

SRSエアバッグの作動
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！  警告
＊前席シートのSRSサイドエアバッグ格納部付近に傘やカバンなどを置かないで
ください。また、センターピラー（ロックピラー）まわり、ルーフサイド部など
のSRSカーテンエアバッグ格納部付近に、アクセサリーやハンガーなどを取り
付けないでください。
＊シートカバーは前席シート背もたれ側面を覆わないものをお使いください。日産
純正シートカバーをおすすめします。

！  注意
・イグニッションノブをONにしたあと約7秒間はメーター内のSRSエアバッグ警告
灯が点灯し、システムチェックを行うため、SRSエアバッグは作動しません。警
告灯が消灯してから走行してください｡

・SRSエアバッグは膨らんだあと高温になるため、30分以内はさわらないでくださ
い。やけどをするおそれがあります。

・SRSエアバッグは高温のガスにより高速で膨らむため、事故の状態によっては、
擦過傷、打撲、やけどなどを負うことがあります。

・SRSエアバッグが膨らむとき、作動音や白煙が出ますが火災ではありません。また、
発生するガスによりむせることがありますが毒性はありません。ただし、SRSエ
アバッグ作動時の残留物（カス）などが目や皮膚に付着したときは、できるだけ早
く水で洗い流してください。皮膚の弱い方などは、まれに皮膚に刺激を感じること
があります。

・廃車にするときやSRSエアバッグを廃棄するときは必ず日産販売会社にご相談く
ださい。SRSエアバッグの作動により、思わぬ傷害を受けるおそれがあります。

 アドバイス

・SRSエアバッグは、一度膨らむと再使用できません。日産販売会社で交換してください。

 知識

・助手席SRSエアバッグが作動した衝撃で前面ガラスが割れることがあります。
・運転席、助手席SRSエアバッグは膨らんだあとすぐにしぼむので、視界の妨げになること
はありません。

SRSエアバッグの作動
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SRSエアバッグが作動するとき・しないとき

正面衝突時や側面衝突時において、乗員がシートベルトを正しく着用していて
も重大な傷害を受けるおそれのあるような衝撃を受けた場合に作動します。し
かし衝撃が車体で吸収又は分散され、車両の損傷は大きくても乗員への衝撃が
強くならない場合には、必ずしも作動するとはかぎりません。

■作動するとき
運転席・助手席SRSエアバッグシステム
次のような衝撃が強いときに作動します。
・25km/h以上の速度で厚いコンクリート
のような壁に正面衝突したとき

TCG0053Z

・車両前方左右、約30度以内の方向から
強い衝撃（左図と同等）を受けたとき

TCG0054Z

次のような、車両下部に強い衝撃を受けたときも作動することがあります。
（車両の損傷は少なくても乗員への衝撃は強いとき）
・高速で縁石などに衝突し
たとき

TCG0055Z

・深い穴や溝に落ち込んだ
とき

TCG0056Z

・ジャンプして地面にぶつ
けたとき

TCG0057Z

運転席・助手席SRSサイドエアバッグシステム、
SRSカーテンエアバッグシステム
次のような衝撃が強いときに作動します。
・一般的な乗用車に25km/h以上の速度で側面に真横から衝突されたとき

〈SRSサイドエアバッグシステム〉
TCG0058Z

〈SRSカーテンエアバッグシステム〉
TCG0059Z

SRSエアバッグが作動するとき・しないとき
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■作動しにくいとき
次のような衝撃が弱いときは作動しないことがあります。
衝突したものが変形したり移動したときや、衝突したものの形状や衝突の状態
によって衝突時の衝撃が緩められたときは、作動しにくくなります。
運転席・助手席SRSエアバッグシステム

・停車している同ク
ラ ス の 車 に 約
50km/h以下の速
度で衝突したとき

TCG0060Z

・衝突時に折れない電
柱などに約30km/h
以下の速度で正面衝
突したとき

TCG0061Z

・トラックなどの荷
台の下にもぐり込
んだようなとき

TCG0062Z

・斜め前方からガー
ドレールなどに衝
突したとき

TCG0063Z

運転席・助手席SRSサイドエアバッグシステム、
SRSカーテンエアバッグシステム

・側面に斜め方向から衝突
されたとき

TCG0064Z

・側面にバイクが真横から
衝突したとき

TCG0065Z

・エンジンルーム（ラゲッジ
ルーム）に衝突されたとき

TCG0066Z

・横転、転覆したとき

TCG0067Z

・斜め前方から衝突したとき

TCG0068Z

・電柱などに衝突したとき

TCG0069Z

■作動しないとき
一度、SRSエアバッグが作動したあとに衝突しても作動しません。また、次の
ようなときは作動しません。

運転席・助手席SRSエアバッグシス
テム

運転席・助手席SRSサイドエアバッグシステム、
SRSカーテンエアバッグシステム

・横方向や後ろから
衝突されたとき

TCG0070Z

・横転、転覆したと
き

TCG0071Z

・停車中や走行中の車
に正面衝突したとき

TCG0072Z

・後ろから衝突され
たとき

TCG0073Z

SRSエアバッグが作動するとき・しないとき
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